
第 17回中国病院薬学研究会のご案内 

謹啓 向寒の候、皆様方におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度「第 17回中国病院薬学研究会」を下記の要領で開催致します。 

ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席頂きますよう宜しくお願い申し上げます。 

謹白 

【テーマ】「病棟薬剤業務の取り組みと評価 〜さらなる展開へ向けて〜」 

【日 時】2014年 1月 26日（日）12:30～15:45 

【会 場】松江テルサ 1Fホール 

〒693-0003 島根県松江市朝日町 478-18  TEL：0852-31-5550（代） FAX：0852-31-5540 

～プログラム～ 

【開会の辞】                                                                     12:30～12:35 

当番世話人            島根大学医学部附属病院 教授・薬剤部長 直良 浩司 先生 

【SessionⅠ 教育講演】                              12:35～12:50 

「糖尿病治療薬の最新知見（仮）」                                    アストラゼネカ㈱ 

【SessionⅡ 一般講演】                              12:50～13:50 

座長：広島大学病院     教授・薬剤部長   木平 健治 先生 

福山大学      薬学部教授       大濵  修 先生 

1.「腫瘍センター病棟における薬剤師常駐業務の評価と今後の展開」 

島根大学医学部附属病院 薬剤部 玉木 宏樹 先生 

2.「ハイリスク薬に関する病棟薬剤業務の展開と評価（仮）」 

鳥取大学医学部附属病院 薬剤部 森木 邦明 先生 

3.「中小病院での取り組みと抱えている課題・問題点」 

 水島中央病院 薬剤部長 出石 英治 先生 

【SessionⅢ 一般講演】                              13:50～14:30 

座長：山口大学医学部附属病院  教授・薬剤部長    古川 裕之 先生 

広島市立広島市民病院  薬剤部 主任部長  開  浩一 先生 

4.「当院における病棟薬剤業務の実践」 

 中国労災病院 薬剤部 船越 幸代 先生 

5.「病棟薬剤業務の実施と質的向上を目指して」 

宇部興産株式会社中央病院 薬局長 山崎 博史 先生 

【休 憩】                                    14:30～14:40 

【特別講演】                                   14:40～15:40 

座長： 島根大学医学部附属病院 教授・薬剤部長 直良 浩司 先生 

『病棟薬剤師業務の展開と評価  

～Protocol-Based Pharmacotherapy Management』 

演者：京都大学医学部附属病院 教授・薬剤部長 松原 和夫 先生 

【閉会の辞】15:40～15:45        島根大学医学部附属病院  教授・薬剤部長 直良 浩司 先生 

※なお、当日年会費と致しまして￥1,000を徴収致します。※昼食としてお弁当を用意しております。 

※また本研究会は鳥取・島根・岡山・広島・山口各県病院薬剤師会の生涯研修認定（1.5単位）及び日本薬剤師研修

センター研修シール認定（2単位）予定です。 

共催 中国病院薬学研究会／アストラゼネカ株式会社 



 

 

 

下関グランドホテル 地図 

 

 

所在地 

〒690-0003 

島根県松江市朝日町 478-18(JR松江駅前) 

 

所要時間 

○松江駅北口より徒歩１分 

○松江中央ランプより車で１０分 

 

外観  

 

 

        お問い合わせ 

          アストラゼネカ・広島病院 3課 平川琢磨 

             携 帯 080-3100-5153 

             メール Takuma.Hirakawa@astrazeneca.com 
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